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2) 杉本昭七「マルクス経済学の体完封tに関する根本問題J r経済評論~ 1田7年2月号所収。































7) ~レーニシ全集』第22巻，大月書庖， 314ペー ジ.
8) 同， 113ページ。



























10) Wレー ニン全集』第22巻，前掲， 394ベー タ.
11) 同， 319ペー ジー

























12") 見田石介，W費本論』ー『帝国主義論』 国際径百論」大阪市大『経済学雑誌JI1967年 5月号.34
ベジ。
13)ν ニーy全集』第24巻，大月書庖.2酎ベジ。
世界市場と世界経済 (509) 87 
綱領に代えるべきであるというものであった。そして，両者の論争は，結果的
























14) Wレ ニン全集』第27巻，大月書居， 128ベータ0



























16)， 17) ~νーユン全集』第24巻，前掲， 492ベータ.






















































22) 同 151ペー 乙九 ソコリニコフのやり方では，旧嗣置で， 労働運動は国際的であるとのべたと
ころに，資本輸出世界経済，闘争D世界草命への移行を挿入し，恐慌を論じたところを，恐舗
と戦争にかえ，そこに世界分割を挿入したりなどしている。同， 150ベ U-. 




































































によって， ~資本論~ (=困民経済〉ー外国貿易 世界市場なる構想をえが〈問。
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31) レー ェ γ全集』第22'吉弘前掲， 319ぺ-:;'-'0
32) 同， 307へジ.
33) レー 品ソは『帝国主義論』において，この独占の主要なあらわれとして.<1生産の集積かb発
生した独占 @原料費慌の独占 喧金融・信用の独占=金融寡頭制 (j;植民地の独占をあげてい

































35) 同， 236ベ:~ 0 
36) 同， 335ベージ。
37) 同， 239ベジ。





















































41) 宇高基輔「ν ユン『帝国主藷』の現代均意華J，現代脅国主義講座』第1巷所収， 日本評論
新社.19臼年.11ページ。
42) 柳田侃「現代世界における危機の構造J，講座円レタス主議』揮11巻所収，日本評論社:， 1970 
年.104ベージ。

























44)ν エーン全集』第21巻，大月書目， 351へー ジー
45)ν ニン全集』第26著書h大月書庖， 157ベータ。
46)ν ニーン主集』第23巻，大月書官， 329ページ。
47) r政治は経済の集中的表現である。J~ν ュソ全集』第32巻，大月書唐， 79ベーシ。
48) r戦争は別町ー すなわち暴力的な一手段による政治の継続である。JWν ニーン全集』第21巻，
前掲.310へージ。



















































L<促進するJ 問.280へ Y.まずこ， ドイツを冊にとって，植民地 従属国への貿易の方が独
立国への貿易よりもふえていることを例証している。同， 338-339ペー ジ。
50) 帝国主義論ノー ト』には，次のよろな著述プランがある内 [(bl資本主義自主つむ矛盾 1)社
会的生産と私的占有， 2)富と貧困， 3)都市と農村， ここから費本輸出。(吋それと商品輸出との
相違Jrν ニン全隼』第四巻，大月書信 206ベージぬヒルファディングは，資本輸出が熟憶を
緩和させるとさえ述べている o'R. Hilferding， Das Finanzkapital， Dietz Verlag， Berlin 1955， 
味要訳，大月書m.4悶ペジ。




































〔傍点引用者)。 このレーニ γの視角を， さらに，全般的危機という経済の運動
法則を規定するより広い歴史的規定性によって限定させることによって，その
後の帝国主義の解明に生かす必要があるだろう。それはわれわれの緊要な課題
である。
5~) レーニン全集』第26巻，前掲， 399ベータ。
